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今
年
も
梅
雨
期
が
近
付
い
て
き
ま
し

た
が
、皆
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
の
備
え

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

毎
年
、長
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
、全

国
各
地
で
崖
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
短
期
間
の
う
ち
に
狭
い
地
域
で

多
量
の
雨
が
降
る
集
中
豪
雨
は
、予
測
が

困
難
で
被
害
も
大
き
く
、平
成
22
年
７

月
16
日
に
は
市
内
で
も
豪
雨
に
よ
り
大

き
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
は
、記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
雨
災
害
に
備
え
、日
ご
ろ
か
ら
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
気
象
情
報
に
注
意
す

る
と
と
も
に
、お
住
ま
い
の
地
域
の
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
心
得
６
カ
条

❶
地
域
の
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確

認❷
正
確
な
情
報
収
集
と
早
め
の
行
動

❸
避
難
の
呼
び
か
け
に
注
意

❹
お
年
寄
り
な
ど
の
避
難
に
協
力

❺
動
き
や
す
い
服
装
で
２
人
以
上
で
の

避
難

❻
自
動
車
で
の
避
難
は
控
え
て

安
心・安
全
な
毎
日
の
た
め
に
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梅
雨
期
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
１
週
間
は

危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

　

危
険
物
と
は
、消
防
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、一
般
に
は
次
の
よ
う
な
物

質
を
い
い
ま
す
。

①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
高
い

②
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

③
消
火
が
困
難
で
あ
る

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、

事
業
所
な
ど
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い

る
た
め
、危
険
物
に
対
す
る
安
全
確
保
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
危
険
物
に
つ
い
て
見
直

し
、私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン・灯

油
な
ど
適
正
な
取
り
扱
い
を
し
ま
し
ょ

う
。 「 危険物

　めざせ完封
　　ゼロ災害 」

平成 24 年度
危険物安全週間

推進標語

～「
子
ど
も
手
当
」は

「
児
童
手
当
」に
代
わ
り
ま
し
た
～

女
性
児
童
課
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童
福
祉
係　
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子
ど
も
手
当
受
給
者
の
方
へ

　
「
子
ど
も
手
当
」は
、本
年
４
月
分
か
ら

「
児
童
手
当
」に
変
更
し
て
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
、子

ど
も
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、自

動
的
に
児
童
手
当
の
認
定
が
行
わ
れ
る
た

め
新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、６
月
中
に
現
況
届
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。対
象
者
の
方
に
は
５
月
末
に
詳

し
い
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、４・５
月
分
か
ら
新
た
に
児
童
手

当
を
受
給
す
る
方
も
６
月
中
に
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
　

制
度
内
容

　
　１　

支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初

の
３
月
31
日
）ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
。

２　

支
給
期
間

　

原
則
、申
請
の
翌
月
分
か
ら
15
歳
到
達

後
の
最
初
の
３
月
分
ま
で
。

　
３　

支
給
月
額

●
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円（
一
律
）

●
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

１
万
円

（
第
３
子
以
降
※　

１
万
５
千
円
）

●
中
学
生　

１
万
円（
一
律
）

　

た
だ
し
、児
童
を
養
育
し
、主
に
家
計
を

担
っ
て
い
る
方
の
所
得
が
次
表
の
限
度
額
以

上
の
場
合
、特
例
給
付
と
し
て
一
律
で
月
額

５
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

※「
第
３
子
以
降
」と
は
、18
歳
の
誕
生

日
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
養
育
し
て

い
る
児
童
の
う
ち
、３
番
目
以
降
を
い
い
ま

す
。

４　

支
給
時
期

　

原
則
、毎
年
２
月
、６
月
、10
月
に
、前
４

カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

※
本
年
６
月
は
、子
ど
も
手
当（
２・３
月

分
）と
児
童
手
当（
４・５
月
分
）を
支
給
し

ま
す
。

　

本
年
３
月
31
日
ま
で
に
子
ど
も
手
当

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
へ

　

子
ど
も
手
当（
本
年
３
月
分
ま
で
）と
児

童
手
当（
本
年
４
月
分
か
ら
）の
両
方
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
は
、本
年
９
月
30
日
ま
で
に

手
続
き
す
れ
ば
、平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の

手
当
を
受
給
で
き
ま
す
が
、児
童
手
当
は

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か
ら
の
受
給
に
な
り

ま
す
の
で
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

本
年
４
月
１
日
以
降
に
本
市
へ
転
入
し

た
方
で
、元
の
住
所
地
で
子
ど
も
手
当
の
申

請
を
し
て
い
な
い
方
は
、元
の
住
所
地
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係
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ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室（
西
城
支
所

は
し
あ
わ
せ
館
内
）

（
公
務
員
の
方
は
、職
場
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
）

所得制限限度額（平成 24年６月分の手当から適用）

扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安

０人 ６２２．０万円 ８３３．３万円

１人 ６６０．０万円 ８７５．６万円

２人 ６９８．０万円 ９１７．８万円

３人 ７３６．０万円 ９６０．０万円

４人 ７７４．０万円 １００２．１万円

５人 ８１２．０万円 １０４２．１万円

農
地・農
業
用
施
設
を

災
害
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

た
め
池
の
災
害
防
止
を

　

市
内
に
は
た
め
池
が
多
く
、多
量
の
降
雨

で
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、次
の
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
た
め
池
の
堤
体
に
草
木
が
茂
って
い
る
と
、

堤
体
の
ひ
び
割
れ
や
漏
水
が
見
つ
け
に
く

く
、草
木
の
根
が
地
盤
を
ゆ
る
め
て
決
壊
の

原
因
に
な
る
の
で
、梅
雨
前
に
立
木
や
雑
草

は
刈
り
取
る
。

②
た
め
池
の
洪
水
吐
や
放
水
路
の
ゴ
ミ
や
土

砂
は
取
り
除
く
。貯
水
量
を
増
大
さ
せ
る

目
的
で
、土
の
う
な
ど
を
積
み
あ
げ
て
い
る

場
合
は
こ
れ
も
取
り
除
く
。（
こ
の
場
合
は
、

人
的
行
為
に
よ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、災
害
が
発
生
し
て
も
復
旧

事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

③
事
前
に
、た
め
池
の
堤
体
に
陥
没
や
ひ
び

割
れ
、漏
水
、湿
っ
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
個
所

が
な
い
か
を
点
検
す
る
。異
常
が
あ
っ
た
場

合
は
、速
や
か
に
連
絡
す
る
。

④
井
せ
き
の
洪
水
吐
で
角
落
と
し
方
式
の

も
の
は
洪
水
時
に
操
作
で
き
な
い
の
で
、大

雨
な
ど
の
予
報
が
で
た
ら
速
や
か
に
取
り

除
く
。

災
害
復
旧
の
対
策
や
条
件

〈
農
地・農
業
施
設
の
災
害
復
旧
の
対
象
〉

　

現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
農
地（
田・畑
）、た

め
池
、頭
首
工
、用・排
水
路
、農
道
な
ど

〈
災
害
の
対
象
と
な
る
条
件
〉

◆
24
時
間
雨
量
80㎜
以
上

◆
時
間
雨
量
20㎜
以
上

◆�

被
災
時
の
河
川
水
位
が
警
戒
水
位
以
上

◆�

１
カ
所
の
工
事
の
費
用
が
40
万
円
以
上
の

も
の

◆�

農
業
用
施
設
は
利
用
者（
関
係
者
）が
２

戸
以
上
の
も
の

◆�
被
災
し
た
農
地・農
業
用
施
設
が
、日
頃

か
ら
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
事
が
証
明

で
き
る
こ
と（
日
誌・写
真
な
ど
）

〈
地
元
の
分
担
金
〉

◆
農
地　

復
旧
事
業
費
の
４
％

◆
農
業
用
施
設　

復
旧
事
業
費
の
２
％

　

工
事
着
手
前
に
納
付
が
必
要

　

�（
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、上

記
分
担
金
率
が
２
分
の
１
）

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、農
村
整
備

課
耕
地
係（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
３
６
）ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室・

産
業
建
設
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
期
間
が
過
ぎ
る
と
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
急
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※所得制限について詳しくは女性児童課へお問い合わせください。


